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今
か
ら
27
年
前
、
稲
田
の
地
に
北
斗
病
院
を

ひ
ら
い
た
当
時
、
入
院
患
者
さ
ん
の
平
均
年
齢

は
、
60
歳
代
で
あ
り
、
3
割
の
方
は
、
脳
手
術

直
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
し
っ
か
り
と
し
た
足
取

り
で
病
棟
内
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。
高
齢
化
社

会
は
近
未
来
の
予
告
編
で
あ
り
、
介
護
保
険
制

度
設
立
以
前
の
時
代
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も

多
く
の
病
院
と
同
様
に
、
医
療
の
み
な
ら
ず
介

護
や
福
祉
事
業
も
病
院
の
大
切
な
役
割
と
考
え
、

開
設
当
初
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
や
在
宅
医
療
に
力
点

を
お
い
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
従
来
の
よ
う
に

患
者
さ
ん
の
受
診
を
た
だ
待
つ
だ
け
で
な
く
、

積
極
的
に
地
域
に
出
向
い
て
医
療
情
報
を
発
信

し
ま
し
た
。
い
わ
ば
、
積
極
的
に
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
社
会
資
源
の
一
つ
と
し
て
病
院

を
捉
え
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
の
継

続
し
た
事
業
の
礎
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
7
年
前
に
十
勝
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
た
背
景
に
は
、
超
高
齢
化
社
会

特
有
の
問
題
―
―
病
を
治
す
事
の
み
に
軸
足
を
お

い
た
従
来
の
病
院
の
役
割
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
日
本
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
会
が
、
「
機
能
を
回
復
す

る
」
、
「
障
害
を
克
服
す
る
」
、
「
活
動
を
育

む
」
と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
今
後
の

リ
ハ
ビ
リ
医
学
の
実
践
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
理
由

も
同
じ
で
す
。
つ
ま
り
、
病
気
に
な
る
前
か
ら
、

す
で
に
心
身
に
衰
え
が
あ
り
（
心
身
機
能
の
低

下
）
、
物
心
両
面
で
家
庭
生
活
が
大
変
に
な
り

（
社
会
生
活
能
力
の
障
害
）
、
か
つ
て
の
よ
う
に

生
き
生
き
と
し
た
生
活
活
動
の
機
会
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
（
活
動
機
会
の
損
失
）
、
こ
れ
は
、
高

齢
化
と
核
家
族
化
に
よ
る
家
族
の
あ
り
方
や
社

会
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
私
た
ち
が
追
い
つ
け

て
い
な
い
結
果
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
病
院
に
は
、

単
に
病
気
の
治
療
だ
け
で
は
無
く
、
社
会
的
課

題
を
解
決
す
る
役
割
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
為
、
十
勝
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
『
衣
食
住
』
な
ら
ぬ
『
移
食
充
』

を
テ
ー
マ
に
活
動
を
始
め
ま
す
。

■
『
移
』
… 

移
動
の
移

　
私
た
ち
人
類
の
活
動
の
基
本
は
、
移
動
に
あ

り
ま
す
。
加
齢
に
伴
う
歩
く
事
の
衰
え
は
、
身

体
障
害
を
受
け
た
方
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
移
動
は
、
単
に
歩
け
る
、
歩
け
な
い
だ

け
で
な
く
、
例
え
ば
高
齢
者
の
運
転
能
力
の
評

価
の
よ
う
に
、
く
る
ま
社
会
の
あ
り
方
に
も
及

び
ま
す
。

■
『
食
』
… 

食
事
の
食

　
昭
和
世
代
に
と
っ
て
、
低
栄
養
と
聞
く
と
、

ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
達
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
成
長
発
育
の
元
は
、
栄
養
で
す
。

老
化
の
防
止
も
栄
養
で
す
。
食
は
口
か
ら
、
日

本
の
高
齢
者
は
、
噛
む
事
食
べ
る
事
の
衰
え
か

ら
老
化
が
始
ま
り
、
転
倒
骨
折
、
病
の
入
り
口

に
近
づ
き
ま
す
。
食
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
グ
ル

メ
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
『
充
』
… 

充
実
の
充

　
私
た
ち
は
歩
く
た
め
に
歩
く
わ
け
で
は
な
く
、

食
べ
る
た
め
に
食
べ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

生
き
生
き
と
し
た
充
実
し
た
生
活
を
送
る
事
が

大
切
で
す
。
歩
く
事
も
食
べ
る
事
も
そ
の
た
め

の
か
ら
だ
作
り
が
目
的
で
す
。
活
動
的
な
生
活

に
は
、
心
と
身
体
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
、
地

域
、
社
会
と
の
関
係
（
環
境
）
も
重
要
で
す
。

　
今
か
ら
5
年
前
、
国
連
で
は
、
『
持
続
可
能

な
開
発
目
標
』
と
し
て
、
貧
困
や
健
康
、
福
祉
、

気
候
変
動
な
ど
私
た
ち
が
直
面
す
る
共
通
の
17

の
課
題
を
掲
げ
、
全
て
の
人
類
が
解
決
す
べ
き

目
標
と
し
ま
し
た
。
国
連
の
テ
ー
マ
は
、
遠
い

世
界
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
身
近

な
課
題
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
27

年
前
、
病
院
を
地
域
社
会
の
共
有
資
源
と
考
え
、

こ
の
土
地
で
ス
タ
ー
ト
し
た
当
院
で
す
が
、
今

後
、
新
た
な
枠
組
み
の
な
か
で
活
動
を
開
始
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

2020.3.1

- 2 -- 3 -



co
nt
en
ts

04

05 特集 トモセラピー症例報告
10 HOKUTO NEWS

　1月末頃までは雪の少ない状態が続きましたが、その後まと
まった量の雪が降って、積雪量は平年並みになりました。かけ
はしの花壇や星の庭もすっぽりと雪に覆われています。雪が
少ないと寒風で土が凍り、せっかく植えた植物が傷んでしま
うことがあるので、植物を育てる身としてはひと安心です。
　3月に入ると少しずつ雪が溶け始め、春らしさを感じられる
日が増えていきます。長い冬が終わることや新しい季節の訪
れを実感して、少しそわそわしてしまう季節です。かけはしで
は、花壇や畑に植える苗づくりが本格的に始まる時期で、2月
末にまいた種がぼちぼち芽を出す頃です。昨年も園芸療法プ
ログラムの中で種をまいて苗を育てましたが、種まきをして芽
が出たのを見るときは、ほとんどの方が驚きと喜びとが混ざっ
たような反応を示されます。たいてい、野菜や花の種はゴマ粒
やそれよりも小さいくらいのものなのですが、それを土に埋め
て水をやると鮮やかな緑色の葉が出てくるという、ごくありふ
れていながらも不思議な現象が自らの手で引き起こされたこ
とによって、そのような感情がわき出るのかもしれません。そう
した驚きや喜びはいのちある植物への愛着へと変わり、苗の
育ちが楽しみになります。はやく大きくならないか、そう考える
うち、いつしか暮らしの中に小さな楽しみが生まれています。

園芸療法12ヵ月 19

3月 「芽が出たときの喜び」

　
中
国
出
身
で
す
。
趣
味
は
旅
行
、
読
書
、
音
楽
、

芸
術
で
す
。
帯
広
に
来
て
今
年
で
2
年
。
た
く
さ
ん

の
す
ば
ら
し
い
人
達
と
出
会
い
ま
し
た
。
今
で
は
そ

の
人
達
は
私
の
先
生
、
友
人
、
か
け
が
え
の
な
い
人

と
な
り
、
ま
わ
り
に
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
医
者
に
な
る
夢
を
も
っ
て
い

ま
す
。
「To cure som

etim
es, To relieve 

often, To give com
fort alw

ays

」
と
い
う
言

葉
が
座
右
の
銘
で
す
。
何
度
も
失
敗
し
ま
し
た
が
、

過
去
や
昨
日
を
後
悔
す
る
よ
り
今
日
を
磨
い
て
、
明

日
を
輝
か
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
将
来
は
国
境
な
き
医
師
団
の
一
員
と
し
て
苦
境
に

あ
る
人
々
に
対
し
人
種
、
宗
教
、
信
条
、
政
治
的
な

関
わ
り
を
超
え
て
差
別
す
る
こ
と
な
く
援
助
を
し
た

い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

研
修
医
◆
記

初
期
臨
床
研
修
医
1
年
目

 

ち
ょ
う

し
ょ
う
び

日
vo
l.5

イエール美術館にて鑑賞中

チューター／
脳神経内科 副院長

金藤 公人先生

園芸療法12ヵ月
研修医日記

02 十勝リハビリテーションセンター
院長就任あいさつ

十勝自立支援センター
介護老人保健施設 かけはし

植物のある環境や植物を育てることを用いて、対象とな
る方々の心身機能維持、回復に取り組む。
日本園芸療法学会認定・上級園芸療法士。

園芸療法士

剱持 卓也

老健かけはしBlog（ブログ）
園芸療法の取り組みやかけはしのイベント
情報等、随時更新。ぜひご覧ください。

進
化
す
る
放
射
線
治
療

|
強
度
変
調
放
射
線
治
療
と
は
ど
の
よ
う
な
治
療
法
？

特
集 

﹇
放
射
線
治
療
﹈ 

こ
こ
ま
で
で
き
る
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
の
凄
さ

　現
在
北
斗
病
院
で
は
、
ト
モ
セ

ラ
ピ
ー
と
い
う
放
射
線
治
療
機
器

を
用
い
て
放
射
線
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
が
従
来
の
放
射

線
治
療
機
器
と
異
な
る
点
と
し
て
、

強
度
変
調
放
射
線
治
療
に
特
化
し

た
放
射
線
治
療
機
器
で
あ
る
こ
と

で
す
。

　強
度
変
調
放
射
線
治
療
と
い
っ

て
も
、
具
体
的
に
従
来
の
放
射
線

治
療
と
比
べ
て
何
が
違
う
の
か
、

　皆
さ
ん
は
放
射
線
治
療
と
聞
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
で
し

ょ
う
か
？
難
し
く
て
よ
く
分
か
ら
な
い
治
療
法
、
被
曝
が
怖
い
、
が
ん
に

放
射
線
を
当
て
て
い
る
治
療
法
等
を
多
く
の
方
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
、
放
射
線
治
療
に
従
事
す
る
立
場
と
し
て
、
少
し
で

も
多
く
の
方
に
放
射
線
治
療
の
進
化
や
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
頂
く
た
め

に
筆
を
執
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

札幌医大卒業。札幌厚生病院、札幌医大、恵佑会札幌病
院などを経て2019年7月北斗病院入職。日本医学放射線学
会放射線科専門医

放射線治療科 松本 健一 Matsumoto
Kenichi

※「放射線治療科外来」は
　紹介状が必要です

詳しくは☎48-8000㈹まで

担当医師／宮本 顕彦
松本 健一

トモセラピーの強み

トモセラピーの特徴

□ 高精度放射線治療で
　 保険適応
□ 副作用の少ない
　 ピンポイント照射
□ 数日での治療可能な
　 ケースもある
□ 通院での治療可能
□ 末期がんでもQOL改善

□ 360度方向から照射
　 できる
□ 広範囲の治療が可能
□ 複数の病巣を同時に
　 治療可能
□ 危険臓器を回避する
　 最適化能力

TomoTherapy

ト
モ
セ
ラ
ピ
ー

トモセラピー棟にて
宮本先生（白衣右）、松本先生（白衣中央）と
放射線治療科スタッフ
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〈図1：従来法と強度変調放射線治療の比較〉

正常臓器

赤線
高線量ターゲット

従来法 強度変調放射線治療

単一強度の照射野に
対する線量分布

欲しい線量分布を実現できる
照射野強度を変調（最適化）

一様強度の
照射野（ビーム）

強度変調された
照射野（ビーム）

特
集 

﹇
放
射
線
治
療
﹈ 

こ
こ
ま
で
で
き
る
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
の
凄
さ

転
移
性
脳
腫
瘍
に
対
す
る

放
射
線
治
療

乳
が
ん
に
対
す
る
放
射
線
治
療

イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
図
も

用
い
な
が
ら
説
明
し
ま
す
（
図
1
）
。

　
従
来
の
放
射
線
治
療
で
は
、
標
的
に
対
し
て

多
方
向
か
ら
強
度
が
均
一
の
放
射
線
を
当
て
て

い
ま
す
。
標
的
に
対
し
て
は
、
十
分
な
線
量
が

投
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
標
的
が
正
常
臓
器
と

※Gy：グレイ 放射線治療の線量単位
ピンポイント放射線治療 20Gy※/1回施行

〈図2：転移性脳腫瘍 線量分布図〉

〈図3：転移性脳腫瘍 治療前後のMRI画像〉

〈図4：全脳照射海馬回避〉

治療前治療後

海馬を避けての全脳照射もトモセラピーでは可能となる

隣
接
し
て
い
た
場
合
、
正
常
臓
器
に
も
強
い

線
量
が
投
与
さ
れ
て
し
ま
い
、
治
療
に
伴
う

副
作
用
出
現
の
危
険
性
が
高
い
状
況
で
す
。

　
一
方
強
度
変
調
放
射
線
治
療
で
は
、
標
的

に
対
し
て
一
方
向
ご
と
の
放
射
線
強
度
が
図

で
示
す
よ
う
に
不
均
一
で
あ
り
、
多
方
向
か

ら
不
均
一
な
放
射
線
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
標
的
に
十
分
な
投
与
線
量
を
確
保
し
て
、

正
常
臓
器
へ
の
投
与
線
量
を
安
全
域
ま
で
落

と
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
は
、
こ
の
強
度
変
調
放
射

線
治
療
に
特
化
し
た
治
療
機
器
で
あ
り
、
精

密
で
複
雑
な
放
射
線
治
療
を
必
要
と
す
る
疾

患
に
も
対
応
可
能
で
す
。

　
脳
腫
瘍
は
原
発
性
と
転
移
性
に
大
別
さ
れ
、

ど
ち
ら
も
放
射
線
治
療
が
可
能
で
す
。
こ
の

う
ち
転
移
性
脳
腫
瘍
の
発
生
率
は
、
全
が
ん

患
者
の
約
10
%
、
10
万
人
は
い
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
原
発
部
位
別
で
は
肺
が
ん
が

46
%
と
最
多
で
、
次
い
で
乳
が
ん
が
15
%
、

大
腸
が
ん
が
6
%
、
そ
の
他
腎
が
ん
4
%
、

胃
が
ん
3
%
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
具
体
的
な
症
例

　
症
例
は
50
代
男
性
、
左
手
指
の
震
え
を
契

機
に
病
院
を
受
診
、
胃
が
ん
及
び
単
発
性
転

移
性
脳
腫
瘍
と
判
明
し
ま
し
た
。
胃
が
ん
に

対
し
て
は
抗
が
ん
剤
治
療
、
転
移
性
脳
腫
瘍

に
対
し
て
は
放
射
線
治
療
を
行
う
方
針
と
な

り
ま
し
た
。

　
治
療
開
始
前
の
転
移
性
脳
腫
瘍
の
画
像
を

示
し
ま
す
。
左
大
脳
前
頭
葉
に
最
大
径
2
㎝

程
度
の
転
移
性
脳
腫
瘍
を
認
め
、
周
囲
に
浮

腫
を
伴
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
単
発
性
転
移
性

脳
腫
瘍
に
対
し
て
、
図
で
示
す
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
の
放
射
線
治
療
を
20
G
y
/
1
回
施
行
し

ま
し
た
（
図
2
）
。

　
放
射
線
治
療
後
特
に
副
作
用
を
認
め
る
事

な
く
経
過
、
治
療
終
了
1
ヵ
月
半
後
に
撮
影

さ
れ
た
造
影
M
R
I
画
像
を
提
示
し
ま
す
。

最
大
径
2
㎝
程
あ
っ
た
転
移
性
脳
腫
瘍
は
6

㎜
大
ま
で
縮
小
、
周
囲
の
浮
腫
も
ほ
ぼ
消
失

し
て
い
ま
す
（
図
3
）
。
患
者
さ
ん
の
左
手

指
震
え
の
症
状
も
消
失
、
無
事
退
院
と
な
り

ま
し
た
。

　
単
発
性
だ
け
で
な
く
、
複
数
個
の
転
移

（
最
大
5
個
）
を
認
め
る
場
合
で
も
、
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
照
射
の
適
用
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
転
移
が
複
数
あ
る
場
合
、
脳

全
体
へ
の
放
射
線
治
療
（
全
脳
照
射
）
も
可

能
で
す
。
さ
ら
に
、
記
憶
に
関
わ
る
海
馬
を

避
け
る
全
脳
照
射
も
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
で
は
可

能
で
す
。

　
乳
が
ん
は
女
性
の
が
ん
罹
患
数
第
1
位
で

あ
り
、
が
ん
死
亡
数
で
は
第
5
位
の
疾
患
で

す
。
現
在
で
は
女
性
14
人
に
1
人
は
乳
が
ん

に
罹
患
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
年
間
1
万

3
0
0
0
人
程
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
再
発
し
や

す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
乳
が
ん
の
治

療
法
と
し
て
第
一
は
手
術
で
す
が
、
術
後
治

療
を
何
も
行
わ
な
い
場
合
、
手
術
5
年
後
の

局
所
再
発
率
は
Ⅰ
期
で
10
%
程
度
、
Ⅱ
期
で

15
%
程
度
、
Ⅲ
期
で
30
〜
50
%
程
度
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
術
後
早
期
に
放
射
線
治
療
を
施
行
す
る
こ

と
で
、
乳
が
ん
局
所
再
発
率
を
10
〜
20
%
程

度
減
ら
す
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
乳
が
ん

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
乳
房
温
存
術
後
の

放
射
線
治
療
は
、
標
準
治
療
の
一
つ
と
し
て

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
具
体
的
な
症
例

　
症
例
は
50
代
女
性
、
右
乳
が
ん
に
対
し
て

当
院
乳
腺
外
科
に
て
乳
房
温
存
手
術
を
施
行

し
ま
し
た
。
抗
が
ん
剤
治
療
を
数
コ
ー
ス
施

行
後
、
術
後
放
射
線
治
療
目
的
の
た
め
紹
介

受
診
。
放
射
線
治
療
は
50
G
y
/
25
回
に
て

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
次
頁
に
具
体
的
な
放
射

線
治
療
の
図
を
示
し
ま
す
（
図
5
）
。
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﹇
放
射
線
治
療
﹈ 

こ
こ
ま
で
で
き
る
ト
モ
セ
ラ
ピ
ー
の
凄
さ

食
道
が
ん
に
対
す
る

放
射
線
治
療

放
射
線
治
療
の
役
割

50代女性、右乳がんに対し
50Gy/25回にて施行

〈図6：食道がん 治療前後のMRI画像〉

〈図5：乳がんに対する放射線治療〉〈図7：食道がんに対する放射線治療〉

70代男性、食道がん及びリンパ節転移、食道全体を含めて46.2Gy/22回を施行、その後食道がん
及びリンパ節転移の範囲に絞って追加照射16.8Gy/8回、合計63Gy/30回を施行

70代男性、食道がん及びリンパ節転移、食道全体を含めて
46.2Gy/22回を施行

　
照
射
範
囲
内
に
は
皮
膚
炎
等
の
副
作
用
を

認
め
ず
、
外
来
通
院
に
て
治
療
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
再
発
な
く
、
お
元
気

で
過
ご
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
乳
房
切
除
後
の
方
で
も
放
射
線

治
療
の
適
用
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

断
さ
れ
、
男
性
で
は
1
年
間
10
万
人
当
た
り

31
人
、
女
性
で
は
10
万
人
当
た
り
5.6
人
と
男

性
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
5
年
生
存
率

は
Ⅰ
期
で
70
%
程
度
、
Ⅱ
期
で
50
%
程
度
、

Ⅲ
期
で
30
%
程
度
、
Ⅳ
期
で
15
%
程
度
で
す
。

　
食
道
が
ん
の
治
療
法
は
、
早
期
で
あ
れ
ば

内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術
や
手
術
、
進
行
が
ん

で
も
手
術
可
能
な
場
合
は
、
手
術
が
第
一
の

治
療
法
で
す
。
し
か
し
、
年
齢
や
心
疾
患
、

糖
尿
病
な
ど
の
合
併
症
の
た
め
〈
手
術
が
で

き
な
い
〉
と
判
断
さ
れ
る
進
行
食
道
が
ん
の

患
者
さ
ん
も
一
定
数
お
り
ま
す
。
上
記
の

方
々
に
対
す
る
治
療
法
の
一
つ
と
し
て
、
抗

が
ん
剤
を
併
用
し
た
化
学
放
射
線
治
療
や
、

放
射
線
単
独
療
法
が
あ
り
ま
す
。

■
具
体
的
な
症
例

　
症
例
は
70
代
男
性
、
脳
出
血
、
狭
心
症
の

既
往
が
あ
り
ま
す
。

　
嚥
下
時
つ
か
え
感
が
あ
り
、
当
院
に
て
、

進
行
食
道
が
ん
で
胃
の
近
く
に
も
リ
ン
パ
節

転
移
が
あ
る
と
判
明
。
脳
出
血
、
狭
心
症
な

ど
の
合
併
症
が
あ
り
、
食
道
が
ん
自
体
も
進

行
し
て
お
り
、
手
術
適
応
が
な
く
、
放
射
線

単
独
療
法
方
針
と
な
り
、
紹
介
受
診
と
な
り

ま
し
た
。

　
放
射
線
治
療
は
、
食
道
が
ん
及
び
リ
ン
パ
節

転
移
、
食
道
全
体
を
含
め
て
46
･
2
G
y
/

22
回
を
施
行
、
そ
の
後
食
道
が
ん
及
び
リ
ン

パ
節
転
移
の
範
囲
に
絞
っ
て
追
加
照
射
16
･

8
G
y
/
8
回
、
合
計
63
G
y
/
30
回
を
施

行
し
ま
し
た
。

　
治
療
開
始
前
及
び
治
療
途
中
の
画
像
、
照

射
範
囲
の
図
を
示
し
ま
す
（
図
6
、図
7
）
。

　
治
療
途
中
で
す
が
、
明
ら
か
に
食
道
が
ん

病
変
が
縮
小
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
当

初
、
食
事
が
喉
を
通
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、

徐
々
に
食
事
が
食
べ
ら
れ
る
ま
で
に
改
善
し

治療前治療途中

て
い
ま
す
。
放
射
線
治
療
に
よ
っ
て
、
進
行

食
道
が
ん
で
も
生
活
の
質
を
改
善
す
る
場
合

も
あ
る
の
で
す
。

　
放
射
線
治
療
を
施
行
し
た
3
症
例
を
提
示

し
ま
し
た
。

　
放
射
線
治
療
は
現
在
急
速
に
発
展
し
て
い

る
分
野
で
す
。
身
体
に
与
え
る
負
担
を
軽
減

し
つ
つ
、
根
治
を
目
指
す
こ
と
が
可
能
な
方
、

再
発
予
防
目
的
の
方
、
が
ん
に
よ
る
生
活
の

質
低
下
を
改
善
す
る
目
的
の
方
等
、
様
々
な

場
合
で
適
用
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先

程
述
べ
た
転
移
性
脳
腫
瘍
、
乳
が
ん
、
食
道

が
ん
だ
け
で
な
く
、
原
発
性
脳
腫
瘍
、
頭
頚

部
が
ん
、
肺
が
ん
、
膵
臓
が
ん
、
前
立
腺
が

ん
等
多
く
の
が
ん
で
も
放
射
線
治
療
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
日
本
人
の
4
人
に
1
人
は
が
ん
に
罹

患
す
る
時
代
で
あ
り
、
将
来
的
に
は
2
人
に

1
人
は
が
ん
に
な
る
時
代
が
来
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
の
中
で
、
放

射
線
治
療
の
果
た
す
役
割
は
益
々
大
き
く
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
主
治
医
や
北
斗
病
院

放
射
線
治
療
科
外
来
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

Q&A付きパンフレットあります。
詳しくはお問い合わせください。

□ 前立腺がん

□ 肺がん

□ 乳がん

□ 脳腫瘍

□ 頭頚部腫瘍

□ すい臓がん

□ 直腸がん

□ 食道がん

□ 転移性脳腫瘍

□ 緩和治療

主な適用疾患リスト

　
最
後
に
食
道
が
ん
に
対
す
る
放
射
線
治
療

に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
食
道
が
ん
は
人
口
10

万
人
当
た
り
17
･
9
人
の
割
合
で
新
規
に
診

治療前治療途中
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豊
頃
中
学
校
で
の
脳
卒
中
授
業
に
つ
い
て

　
2
0
1
8
年
11
月
よ
り
当
院
に
て

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
脳
卒
中
授

業
を
行
っ
て
お
り
、
2
0
1
9
年
12

月
3
日
、
豊
頃
中
学
校
（
服
部
和
樹

校
長
）
で
生
徒
64
名
、
保
護
者
に
脳

卒
中
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
脳
卒
中
発
症
を
予
防
し
後
遺
症
を

軽
減
す
る
た
め
に
は
、
生
活
習
慣
の
改

善
、
脳
卒
中
の
知
識
習
得
、
脳
卒
中
発

症
時
の
適
切
な
対
処
法
の
普
及
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
特
に
脳
卒
中
発
症

後
か
ら
病
院
受
診
ま
で
の
時
間
を
最

■
A
C
T
‐
F
A
S
T
と
は
■

北
斗
病
院
　
副
院
長
／
脳
血
管
内
治
療
セ
ン
タ
ー
長  

西
尾
　
明
正

大勢の聴講客で埋め尽くされた会場

小
限
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
授
業
で
は
、
脳
卒
中
の
知
識
習
得

を
中
心
に
、
【
A
C
T
‐
F
A
S
T
】

急
い
で
行
動
す
る
事
を
学
ん
で
頂
き

ま
し
た
。
F
は
F
a
c
e
（
顔
の
麻

痺
：
顔
の
片
側
が
下
が
る
、
ゆ
が
み

が
あ
る
）
、
A
は
A
r
m
（
腕
の
麻

痺
：
片
腕
に
力
が
入
ら
な
い
）
、
S

は
S
p
e
e
c
h
（
こ
と
ば
の
障
害
：

言
葉
が
出
て
こ
な
い
、
呂
律
が
回
ら

な
い
）
、
T
は
T
i
m
e
（
発
症
時

間
：
症
状
に
気
付
い
た
ら
発
症
時
間

を
確
認
し
て
、
す
ぐ
に
1
1
9
番
）
。

当
院
は
開
院
当
初
よ
り
地
域
住
民
の

方
々
に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
子
供
た
ち
に
も
啓
発
活
動
を

行
い
、
両
親
や
祖
父
母
、
地
域
の

方
々
が
脳
卒
中
を
疑
う
症
状
が
出
た

際
に
は
、
子
供
た
ち
か
ら
「
1
1
9
番

通
報
し
た
ら
良
い
の
で
は
」
と
伝
え

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
脳
卒
中
は
t
‐
P
A
静
注
療
法

（
血
栓
溶
解
療
法
）
、
血
管
内
治
療

な
ど
治
療
は
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、

高
齢
者
が
寝
た
き
り
に
な
る
原
因
の

4
割
を
占
め
ま
す
。
重
度
の
後
遺
症

を
も
た
ら
さ
な
い
た
め
に
も
、
発
症

か
ら
一
刻
も
早
く
治
療
を
開
始
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
子
供
た
ち
を
含
め
た
家
族
み
ん
な

が
脳
卒
中
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ

と
で
、
早
期
治
療
に
結
び
つ
く
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
十
勝
管
内
の

住
民
の
方
々
が
脳
卒
中
で
悩
む
こ
と

が
少
な
く
な
る
よ
う
、
啓
発
活
動
を

通
し
て
、
力
に
な
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
本
年
1
月
18
日
に
十
勝
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

市
民
公
開
講
座
「
認
知
症
予
防
」
は
、

2
4
0
名
も
の
方
に
お
集
ま
り
頂
き
、

大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆

さ
ま
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
数
字
は
、
認
知
症
に
対
す
る
一

般
の
方
の
関
心
の

高
さ
を
物
語
る
も

の
で
し
ょ
う
。
今

回
は
、
認
知
症
に

対
す
る
「
予
防
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

認
知
症
リ
ハ
ビ
リ

に
明
る
い
、
美
原

記
念
病
院
の
神
澤

孝
夫
先
生
と
、
認

知
症
研
究
の
第
一

人
者
で
あ
る
、
大

阪
市
立
大
学
の
森

啓
先
生
の
両
先
生

を
お
迎
え
し
て
、

豪
華
二
本
立
て
構

成
で
、
お
話
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
初
の
神
澤
先

生
か
ら
は
ま
ず
、

分
か
っ
て
い
る
よ

う
で
分
か
っ
て
い

な
い
「
認
知
症
と

は
何
か
」
と
い
う

精
密
医
療
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長  

鴫
原
　
良
仁

お
話
を
、
具
体
的
な
症
状
を
挙
げ
な

が
ら
、
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
「
も
の
忘
れ
」
以
外
に
も
、
「
怒

り
っ
ぽ
く
な
る
」
「
無
気
力
に
な

る
」
な
ど
、
様
々
な
症
状
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
症
状
と
い
か
に
し
て
付
き

合
っ
て
い
く
か
が
大
事
と
い
う
こ
と

を
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
後
半
は
、

先
生
が
普
段
行
わ
れ
て
い
る
「
認
知

機
能
リ
ハ
ビ
リ
」
の
お
話
。
重
要
な

の
は
「
何
か
を
し
な
が
ら
、
何
か
を

す
る
（
二
重
課
題
）
」
と
い
う
、
複

雑
な
動
作
で
脳
を
刺
激
す
る
こ
と
が
、

脳
の
働
き
を
改
善
す
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
実
際
の
リ
ハ
ビ
リ
風
景
を

動
画
で
見
な
が
ら
、
会
場
の
参
加
者

全
員
で
そ
れ
を
真
似
し
て
、
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
後
半
の
森
先
生
か
ら
は
、
「
認
知

症
の
原
因
に
は
、
ど
う
し
て
も
避
け

ら
れ
な
い
も
の
（
歳
を
と
る
こ
と
や

遺
伝
の
影
響
な
ど
）
が
あ
る
一
方
で
、

原
因
の
⅓
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

変
え
る
こ
と
で
避
け
ら
れ
る
」
と
い

う
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
年
齢
ご
と

に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
変
化
し
、
高

血
圧
は
中
年
期
に
こ
そ
し
っ
か
り
管

理
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
あ
る
程
度

歳
を
重
ね
る
と
、
む
し
ろ
い
ろ
ん
な

人
と
交
流
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
っ

て
く
る
と
い
う
お
話
は
、
日
々
の
生

活
を
送
る
う
え
で
、
参
考
に
な
る
お

話
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
誰
も
が
気
に
な
る
食
生
活
の

お
話
で
は
、
マ
イ
ン
ド
食
と
い
う
あ

る
種
の
認
知
症
予
防
食
の
紹
介
や
、

日
本
食
の
良
さ
の
お
話
も
あ
り
ま
し

た
。

　
認
知
症
は
お
薬
を
飲
ん
で
、
ぱ
っ

と
良
く
な
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
生
活
を
工
夫
す
る

こ
と
で
、
「
な
り
に
く
く
す
る
」

「
な
っ
て
も
あ
ま
り
困
ら
な
く
す

る
」
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
あ
る
程

度
可
能
と
い
う
両
先
生
の
お
話
を
参

考
に
、
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
、
で
き
る
も
の
か
ら
日
々
の
暮

ら
し
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

左から神澤先生、森先生 西尾先生

時間は脳を助ける。早期治療が重要です！すぐに119番!

●顔の片側が下がる、
　ゆがみがある

●言葉がでてこない
●呂律が回らない

●片腕に力が入らない

4.5
HOURS

Faceフェイス：顔

Armアーム：腕

Speechスピーチ：言葉

Time is brain! タイム：発症時間を確認してください！
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■関連施設
北斗病院 .................................................................（帯広市）
北斗クリニック .........................................................（帯広市）
十勝リハビリテーションセンター...............................（帯広市）
サービス付き高齢者向け住宅 あやとり....................（帯広市）
十勝自立支援センター介護老人保健施設 かけはし（帯広市）

ほくと自立支援ホーム/カンタキあおぞら..................（帯広市）
上士幌クリニック/介護老人保健施設かみしほろ （上士幌町）
新得クリニック .........................................................（新得町）
熊谷総合病院 .............................................（埼玉県熊谷市）
HOKUTO画像診断センター............（ロシア・ウラジオストク）
HOKUTOリハビリテーションセンター （ロシア・ウラジオストク）

すべてのお問い合わせ ☎0155-48-8000〈北斗コールセンター〉
お気軽にお問い合わせください

選定療養費
初診時・再診時の

について
　4月1日より北斗病院※では、他の医療機関

からの紹介状を持参せず、直接来院された患

者さまについて、初診時に通常の医療費の他

に初診時選定療養費として5,500円（税込）予定を

ご負担いただくこととなります。また初診時選

定療養費の支払いをされて引き続き、再診で

通院される場合は、再診時に通常の医療費の

他に再診時選定療養費として2,750円（税込）予定
をご負担いただくこととなります。

2020年度
診療報酬
改定

アートギャラリー出展作品募集中
当院内にあるアートギャラリーにて地域の皆さまの
作品を展示しています。絵画や写真、陶芸、手芸品
など素敵な作品を出展してみませんか？

時間：月曜～金曜 9時～17時

北斗病院 地域交流委員会
アートギャラリー係お問い

合わせ

※北斗病院以外の関連施設でのご負担はありません。
※なお、通常の外来診療は引き続き、北斗クリニックで
　対応いたしますのでご承知おきください。
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